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サステナブルビル構造の施工実毒針こよるリユースの検証
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材を分離す る損傷制御構造の考え方を採用 してお り,
鋼棒 ･アンカープレー ト･エン ドプレー トから成る接
合部(以降,SB接合部とい う),座屈拘束部材,柱 ･梁















張力導入順序 として,SB接合部の 1箇所あた りの
貞三川ボルト(l12690)
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図 3 サステナプル ビル構造
肘 γr (b)軸組図 表 1 損失張力の最大値
(C)sB接合部
図 1 試験体形状
測定 ケース1ケース2測定 ケース1ケース2測定 ケース1ケース2測定 ケース1ケース2
箇所 % % 箇所 % % 箇所 % % 箇所 % %
3^ 0.9 2.9 B3 0.1 ll.6 C3 6.6 4.0 D3 1.5 13.7
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順 とす る方が望ま しい｡
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